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果
は
、
得
ら
れ
る
の
か
。

答

30
万
円
を
超
え
る
医
療
費

に
か
か
る
給
付
費
の
す
べ
て
を

対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の
医
療

費
の
実
績
に
応
じ
て
拠
出
す
る

額
と
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
拠

出
す
る
額
の
合
計
額
を
も
っ

て
、
支
出
に
あ
た
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に

よ
り
、
保
険
料
の
平
準
化
が
図

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
平
成
18
年
度
八
街
市
一
般
会

計
補
正
予
算

問

道
路
排
水
対
策
費
で
は
、

こ
の
補
正
に
よ
り
夕
日
丘
の
冠

水
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
解
決

さ
れ
る
と
思
う
が
、
今
年
度
、

他
に
冠
水
防
止
対
策
は
し
て
い

る
の
か
。

答

一
番
大
き
な
工
事
と
し
て

は
、
富
山
交
差
点
付
近
の
冠
水

被
害
を
解
消
す
る
為
の
工
事

で
、
来
年
３
月
末
完
成
予
定
。

◆
平
成
18
年
度
八
街
市
一
般
会

計
補
正
予
算

問

埋
め
立
て
処
理
施
設
の
残

量
年
数
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

答

測
量
な
ど
実
施
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ

と
約
12
年
に
な
る
。

18
年
【
８
月
】

４
・
印
旛
管
内
市
議
会
正
副
議
長
連
絡
協
議
会
定
例
会

白
井
市

５
・
２
０
０
６
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会
海
外
遠
征
壮
行
会

15
・
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
追
悼
式

・
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ
国
際
交
流
野
球
大
会
出
発
式

20
・
三
世
代
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

23
・
東
関
東
自
動
車
道
酒
々
井
Ｉ
Ｃ
設
置
促
進
期
成
同
盟
総
会

酒
々
井
町

26
・
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

27
・
五
区
非
常
時
訓
練
及
び
講
習
会

28
・
八
街
中
央
中
学
校
校
舎
落
成
式

29
・
宮
城
県
大
崎
市
議
会
視
察
来
庁

【
９
月
】

３
・
香
取
市
合
併
記
念
式
典

香
取
市

10
・
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
30
周
年
記
念
親
善
大
会

11
・
秋
篠
宮
紀
子
様
ご
出
産
記
念
特
別
記
帳

東
京
都

23
・
千
葉
県
支
部
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

25
・
「
芝
の
ま
き
ば
公
園
」
開
園
式

26
・
国
民
保
護
協
議
会

28
・
表
彰
審
査
会

【
10
月
】

１
・
山
武
市
合
併
記
念
式
典

山
武
市

３
・
議
員
病
気
見
舞
い

…
正
・
副
議
長
…
千
葉
市

７
・
八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
10
周
年
記
念
式
典

・
酒
々
井
町
長
実
父
通
夜

酒
々
井
町

８
・
市
民
体
育
祭

14
・
結
婚
50
周
年
記
念
祝
賀
会

15
・
い
す
み
市
合
併
記
念
式
典

い
す
み
市

・
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

…
副
議
長
代
理
…

・
市
民
文
化
祭
（
民
謡
・
舞
踊
・
吟
詠
・
尺
八
）
…
副
議
〃
代
理
…

・
小
谷
流
区
・
第
18
分
団
消
防
自
動
車
披
露
式

…
副
議
〃
代
理
…

17
・
千
葉
県
市
議
会
議
長
会
定
例
総
会

千
葉
市

19
・
南
房
総
市
合
併
記
念
式
典

南
房
総
市

・
八
街
少
年
院
運
動
会

…
副
議
長
代
理
…

20
・
八
街
中
学
校
創
立
60
周
年
記
念
式
典

・
印
旛
管
内
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会

成
田
市

22
・
市
民
文
化
祭
（
カ
ラ
オ
ケ
・
マ
ジ
ッ
ク
・
合
唱
）

24
・
中
国
教
職
員
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

富
里
市

27
・
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会

31
・
岐
阜
県
可
児
市
議
会
視
察
来
庁

建

　

　

設

経

済

環

境

宮城県大崎市が来市

８月29日に宮城県大崎市議会の総務常任委員会
委員14名が、幼小中高連携教育を視察のため来市
しました。

事実と異なる記述について
回答を求めました

「こば正春かわら版」における事実と異なる記述の訂
正措置について

このことについて、貴殿の後援会が発行する平成
18年９月25日並びに10月９日の朝刊新聞に折込され
た広報紙の中の「古場正春の不穏当発言について」
の記事中の「十分な調査をしないで一方的に長谷川
市政の有利をやちまた市議会だよりに掲載し」につ
いては、事実と異なる事柄であり、極めて遺憾であ
り、早急なる市議会の信頼回復措置を講じられるよ
う申し入れるところである。
貴殿の平成18年３月１日の八街市議会本会議中の

発言が、地方自治法第132条並びに八街市議会会議規
則第148条の規定に著しく反する発言の恐れがあると
のことから、平成18年３月２日に「古場正春議員の
不穏当発言に関する調査特別委員会」を設置し、平
成18年３月16日、同年４月25日並びに同年５月23日
に渡り、貴殿を始めとする関係者から意見陳述等十
分なる弁明の機会を設けて、その事実を確認し、か
つ、貴殿の謝罪文をもって、公正無私の中で事実を
市議会だより等で市民各位に報告したものである。
しかしながら、この度の貴殿後援会の発行する広

報紙における「十分な調査をしないで」の記述は、
貴殿の発言に基づく議会の信用失墜の回復並びに快
適な市民生活の創造に務める本市議会の趣旨と全く
異なるものである。
ついては、平成18年10月18日正午までに、このこ

とに係る本議会の信頼回復措置の具体的対応策を書
面をもって回答ください。

平成18年10月13日
古　場　正　春　様

八街市議会議長　山　本　正　美


